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第１回臨時会を８月２０日に開会しました。

議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

議案第 47 号 平成 27 年度御前崎市一般会計予算の補正（第
1 号）について

新消防庁舎建設工事の工期延長に伴い、工事費等 10 億 535 万 9 千円を減額し、歳入歳出予
算の総額を 161 億 464 万１千円とする補正 全員一致で可決

■市議会第 1 回臨時会で審議した議案

第 1 回臨時議会

議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

議案第 48 号
御前崎市行政手続条例の一部を改正する条例
の制定について

市民の権利利益の保護の一層の充実を図るため、法律の要件に適合しない行政指導の中止等
を求めることができるなど条例の一部を改正

全員一致で可決

議案第 49 号
御前崎市個人情報保護条例の一部を改正する
条例の制定について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴い、条
例の一部を改正

全員一致で可決

議案第 50 号
御前崎市手数料条例の一部を改正する条例の
制定について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴い、個
人番号カードの再発行手数料を新たに定めるため、条例の一部を改正

全員一致で可決

議案第 51 号 第２次御前崎市総合計画基本構想について
将来都市像「子どもたちの夢と希望があふれるまち御前崎」を実現させるための人口と出生率
の目標、分野別の基本目標、都市構造と土地利用の基本的方向性を定める

賛成多数で可決

９月定例会を８月３１日から９月３０日までの３１日間の会期で開会しました。

■市議会 9 月定例会で審議した議案等

9月議会定例会

1

３

４

５

第1回 臨時議会・9月議会定例会

本会議質疑・委員会質疑・委員会報告

一般質問

議員視察研修

池新田地区大山にある大山不動尊は、明
めい

暦
れき

3 年（1657 年）に相
さがみのくに

模国（神

奈川県伊勢原市）の大山不動山から石
せき

尊
そん

権
ごん

現
げん

を勧
かんじょう

請して、ここに祀った

ものである。石尊は波
なみ

切
きり

不
ふ

動
どう

で、航海安全や豊漁祈願の場として、漁民

たちの信仰を集めてきた。このあたりの地名が大山と呼ばれるのは、こ

の大山不動尊に起因する。

大
お お

山
や ま

不
ふ

動
ど う

尊
そ ん

167 段の石段 山頂からの風景
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議案第 52 号
平成 26 年度御前崎市水道事業会計未処分利
益剰余金の処分について

平成 26 年度水道事業会計未処分利益剰余金 9 億 4,961 万１千円のうち、9 億 4,340 万 7 千円
を資本金へ組み入れ、残りを平成 27 年度へ繰り越す

全員一致で可決

議案第 53 号
人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意見
を求めることについて 小

お

川
がわ

　正
まさ

美
み

 氏　（池新田地区）再任
全員一致で 

適任と認める

議案第 54 号
平成 27 年度御前崎市一般会計予算の補正（第
2 号）について

新消防庁舎建設工事工期延期により消防施設維持管理事業費減額など 6,856 万 9 千円を減額
し、歳入歳出予算の総額を 160 億 3,607 万 2 千円とする補正

全員一致で可決

議案第 55 号
平成 27 年度御前崎市介護保険特別会計予算の
補正（第 1 号）について

介護給付費準備基金の積立金増額など 9,252 万 4 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 25
億 7,991 万 3 千円とする補正

賛成多数で可決

議案第 56 号
平成 27 年度御前崎市農業集落排水事業特別
会計予算の補正（第 1 号）について

人件費 331 万円を追加し、歳入歳出予算の総額を 3 億 6,521 万円とする補正 全員一致で可決

議案第 57 号
平成 27 年度御前崎市病院事業特別会計予算の
補正（第 1 号）について

原子力防災備品購入費 300 万円を追加し、支出予算を 48 億 5,400 万円とする補正 全員一致で可決

議案第 58 号
平成 27 年度御前崎市池新田財産区特別会計予
算の補正（第 1 号）について

地区振興補助金など 131 万 9 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 6,531 万 9 千円とする補
正

全員一致で可決

議案第 59 号 訴えの提起について
公衆用道路用地の競売事件に対する第三者異議の訴え及び強制執行停止の申立てに対する訴
えの提起

全員一致で可決

認定第 1 号
平成 26 年度御前崎市一般会計歳入歳出決算
の認定について

歳入総額 163 億 6,292 万 9 千円、歳出総額 156 億 8,571 万円の決算 賛成多数で可決

認定第 2 号
平成 26 年度御前崎市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

歳入総額 40 億 6,033 万 7 千円、歳出総額 37 億 4,603 万 2 千円の決算 賛成多数で可決

認定第 3 号
平成 26 年度御前崎市後期高齢者医療保険特
別会計歳入歳出決算の認定について

歳入総額 2 億 8,794 万 7 千円、歳出総額 2 億 8,005 万 9 千円の決算 賛成多数で可決

認定第 4 号
平成 26 年度御前崎市介護保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入総額 24 億 7,089 万 6 千円、歳出総額 23 億 8,570 万 2 千円の決算 賛成多数で可決

認定第 5 号
平成 26 年度御前崎市農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

歳入総額 3 億 4,494 万 4 千円、歳出総額 3 億 3,329 万 2 千円の決算 全員一致で可決

認定第 6 号
平成 26 年度御前崎市下水道事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

歳入総額 6 億 5,308 万 7 千円、歳出総額 6 億 4,377 万 3 千円の決算 全員一致で可決

認定第 7 号
平成 26 年度御前崎市工業団地建設事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

歳入総額 5 万 9 千円、歳出総額 0 円の決算 全員一致で可決

認定第 8 号
平成 26 年度御前崎市水道事業会計決算の認
定について

水道事業収益 9 億 7,637 万 6 千円、水道事業費用 9 億 7,637 万 6 千円、純損益 0 円の決算 全員一致で可決

認定第 9 号
平成 26 年度御前崎市病院事業会計決算の認
定について

病院事業収益 42 億 8,462 万 7 千円、病院事業費用 46 億 4,662 万 3 千円、純損失 3 億 6,199
万 6 千円の決算

全員一致で可決

認定第 10 号
平成 26 年度御前崎市池新田財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について

歳入総額 1 億 1,272 万 4 千円、歳出総額 6,695 万円の決算 賛成多数で可決

認定第 11 号
平成 26 年度御前崎市池新田西財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について

歳入総額 5,179 万円、歳出総額 688 万 2 千円の決算 全員一致で可決

認定第 12 号
平成 26 年度御前崎市佐倉財産区特別会計歳
入歳出決算の認定について

歳入総額 1,562 万 3 千円、歳出総額 353 万 3 千円の決算 全員一致で可決

認定第 13 号
平成 26 年度御前崎市比木財産区特別会計歳
入歳出決算の認定について

歳入総額 276 万 8 千円、歳出総額 74 万 4 千円の決算 全員一致で可決

認定第 14 号
平成 26 年度御前崎市新野財産区特別会計歳
入歳出決算の認定について

歳入総額 114 万 7 千円、歳出総額 23 万 4 千円の決算 全員一致で可決

発議第 1 号
御前崎市議会会議規則の一部を改正する規則
の制定について

男女共同参画の観点から、女性議員が出産により会議を欠席できる条項を追加 全員一致で可決

発議第 2 号
御前崎市議会委員会条例の一部を改正する条
例の制定について

発議第 1 号と同様の理由により委員会条例の一部を改正 全員一致で可決

議案番号
議員名（議席順） 阿

形　

昭

齋
藤　

洋

松
下
久
己

大
澤
博
克

曽
根
正
浩

岩
瀬
初
代

若
杉
泰
彦

大
澤　

満

増
田
雅
伸

後
藤
憲
志

岡
村　

勝

清
水
澄
夫

杉
浦
謙
二

阿
南
澄
男

栁
澤
重
夫

西
島
昌
和案件・結果

議案第 51 号 第 2 次御前崎市総合計画基本構想について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ※

議案第 55 号
平成 27 年度御前崎市介護保険特別会計予算の
補正（第 1 号）について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※

認定第 1 号
平成 26 年度御前崎市一般会計歳入歳出決算
の認定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※

認定第 2 号
平成 26 年度御前崎市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※

認定第 3 号
平成 26 年度御前崎市後期高齢者医療保険特
別会計歳入歳出決算の認定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※

認定第 4 号
平成 26 年度御前崎市介護保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※

認定第 10 号
平成 26 年度御前崎市池新田財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

◆賛否が分かれた議案

※議長は採決には加わりません。

※決算の金額については千円未満は四捨五入してあります。
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準
は
正
式
な
事
務
処
理
要
綱
が

で
き
て
い
な
い
た
め
、
随
時
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
紛
失
し
た
場
合
、
そ

れ
を
証
明
す
る
た
め
の
資
料
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
該
当
す

る
か答

紛
失
の
場
合
に
は
、
警

察
署
な
ど
に
紛
失
を
届

け
出
た
事
実
が
必
要
で
す
。
火
災

や
災
害
な
ど
で
罹り

災さ
い

さ
れ
た
場

合
に
は
、
罹
災
証
明
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

【
議
案
第
57
号
に
つ
い
て
】

問
放
射
線
防
護
服
購
入
の

た
め
の
補
正
だ
が
、
使

用
後
の
処
理
方
法
は

答
基
本
的
に
高
濃
度
の
汚

染
を
想
定
し
て
お
ら

ず
、
使
用
後
の
処
理
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

【
認
定
第
２
号
に
つ
い
て
】

問
国
民
健
康
保
険
の
広
域

化
に
よ
り
、
県
か
ら
の

滞
納
者
へ
の
徴
収
が
厳
し
く
な

る
の
で
は

答
国
民
健
康
保
険
の
運
営

が
県
に
移
管
し
て
も
、

税
金
の
賦ふ

か課
徴
収
は
今
ま
で
通

り
市
が
行
う
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

【
認
定
第
３
号
に
つ
い
て
】

問
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

も
広
域
化
に
な
る
が
、

徴
収
は
市
が
行
う
の
か

答
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ

い
て
は
多
く
の
方
が
年

金
か
ら
の
徴
収
で
、
一
部
、
普

通
徴
収
の
方
が
い
ま
す
。
未
納

者
へ
の
徴
収
は
市
が
行
っ
て
い

ま
す
。

【
認
定
第
４
号
に
つ
い
て
】

問
介
護
保
険
事
業
で
提
供

事
業
所
及
び
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
の
給
付
適
正
化
に

努
め
て
い
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か答

介
護
給
付
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
プ
ラ
ン
に

よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
決
定
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
介
護
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
が
適
正
か
ど
う
か
、

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
認
知
症
予
防
で
は
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
い
る
の

か
答
運
動
が
認
知
症
予
防
に

な
り
ま
す
の
で
、
実
際

に
は
体
を
動
か
す
予
防
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

【
認
定
第
６
号
に
つ
い
て
】

問
公
共
下
水
道
と
集
落
排

水
の
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は答

現
在
行
っ
て
い
る
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
が

ま
と
ま
り
次
第
、
詳
細
を
説
明

し
ま
す
。
ま
た
、
県
の
補
助
金

や
事
業
認
定
の
関
係
も
あ
る
た

め
、
県
と
の
協
議
も
進
め
て
い

き
ま
す
。

【
認
定
第
９
号
に
つ
い
て
】

問
戸
別
医
師
住
宅
は
、
今
後

も
補
修
し
て
使
う
の
か

答
入
居
住
宅
は
補
修
し
て

使
用
し
て
い
き
ま
す
。

本
会
議
質
疑

【
議
案
第
49
号
に
つ
い
て
】

問
こ
の
条
例
は
個
人
の
情

報
を
守
る
と
言
っ
て
い

る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

逆
に
個
人
情
報
を
さ
ら
け
出
す

も
の
だ
。
個
人
の
思
想
信
条
は

守
れ
る
の
か
。
こ
の
情
報
が
流

出
、
悪
用
さ
れ
れ
ば
甚
大
な
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
な
り
、
犯

罪
な
ど
の
危
険
性
を
飛
躍
的
に

高
め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か

答
市
が
保
有
す
る
個
人
情

報
に
つ
い
て
は
、
こ
の

条
例
の
も
と
適
正
に
取
り
扱

い
、
保
護
す
る
ル
ー
ル
を
定
め

ま
す
。
ま
た
、
自
己
に
関
す
る

個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
及
び

利
用
停
止
の
請
求
を
す
る
権
利

を
保
障
す
る
と
い
う
条
例
の
趣

旨
は
、
番
号
法
が
施
行
さ
れ
て

も
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情

報
を
含
め
、
取
得
の
制
限
や
利

用
、
提
供
の
制
限
な
ど
管
理
徹

底
を
図
る
と
と
も
に
職
員
の
教

育
訓
練
を
充
実
す
る
よ
う
努
め

ま
す
。

清
水
澄
夫

【
議
案
第
48
号
に
つ
い
て
】

問
過
去
に
行
政
指
導
が
強

す
ぎ
て
、
不
服
が
出
た

と
い
う
こ
と
は
な
い
か

答
開
発
行
為
に
お
い
て
、

隣
地
承
諾
が
ど
う
し
て

も
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

【
議
案
第
49
号
に
つ
い
て
】

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用

に
よ
り
、
今
後
、
様
々

な
ケ
ー
ス
で
個
人
情
報
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
自
分
の
情

報
が
安
全
に
管
理
さ
れ
る
の
か

市
民
が
心
配
し
て
い
る
が
、
そ

の
管
理
に
つ
い
て
は

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
個
人
情

報
保
護
条
例
、
個
人
情
報
保
護

法
に
よ
っ
て
守
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
国
に
お
き
ま
し
て
も
適
正

な
管
理
を
行
っ
て
い
る
か
と
い

う
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
個
人

情
報
保
護
条
例
に
反
し
て
い
な

い
か
と
い
う
監
視
が
行
わ
れ
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

【
議
案
第
50
号
に
つ
い
て
】

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
再
交
付
す
る
と
、
新

し
い
番
号
に
変
わ
る
の
か

答
ケ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、
そ
の
判
断
基

委
員
会
質
疑

総
務
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
27
年
９
月
16
日
・
17
日
・
18
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
付

託
さ
れ
た
２
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
し
ま
し
た
。
委
員
間
討
議
の

結
果
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

１　

平
成
27
年
度
御
前
崎
市
一
般
会
計
予
算
の
補
正
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

【
秘
書
政
策
課
】

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
寄
附
者
の
意
向
を
く
み
、
使
途

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
基
金
の
造
成
を
求
め
る
。

２　

平
成
26
年
度
御
前
崎
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

【
財
政
課
】

主
要
な
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
求
め
る
。

【
防
災
課
】

　

補
正
予
算
や
28
年
度
当
初
予
算
を
見
据
え
、
町
内
会
要
望
の
防

犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
現
状
を
調
査
し
、
早
期
に
進
め
る
よ
う

求
め
る
。

【
都
市
建
設
課
】

河
川
愛
護
の
補
助
金
単
価
に
つ
い
て
、
現
状
を
よ
く
把
握
し
、
単

価
の
見
直
し
を
求
め
る
。

【
農
林
水
産
課
】

　

荒
廃
農
地
対
策
に
施
策
転
換
を
図
り
、
既
存
の
優
良
農
地
保
全

対
策
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

委
員
会
報
告

平
成
27
年
９
月
24
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て

策
定
ま
で
の
経
緯
と
内
容
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

御
前
崎
市
の
将
来
都
市
像
は
「
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希
望
が
あ
ふ

れ
る
ま
ち
御
前
崎
」
と
明
示
し
、
こ
れ
を
具
現
化
し
て
い
く
た
め
、

議
案
可
決
後
、
基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

２　

榛
南
・
南
遠
広
域
都
市
計
画
区
域
等
一
般
廃
棄
物
処
理
研
究

会
の
報
告
に
つ
い
て

こ
の
研
究
会
は
、
御
前
崎
市
・
牧
之
原
市
・
吉
田
町
の
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
（
ご
み
処
理
施
設
、
し
尿
処
理
施
設
、
火
葬
場
）

に
つ
い
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
将
来
へ
の
公

共
施
設
の
適
正
管
理
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
を
研
究

し
て
き
ま
し
た
。
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
施
設
の
利
用

機
能
の
見
直
し
、
施
設
の
適
正
規
模
、
運
営
面
の
効
率
化
、
整
備

方
式
の
見
直
し
、
優
先
度
判
定
、
予
算
運
用
と
の
方
向
性
を
示
す

も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
報
告
は
今
後
の
検
討
の
た
め
の
資
料
、
デ
ー
タ
の

提
示
で
あ
り
、
方
向
性
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

平
成
27
年
９
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
改
革
に
つ
い
て

こ
の
委
員
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
、
調
査
研

究
を
し
て
い
ま
す
。
各
委
員
か
ら
出
た
議
会
報
告
会
な
ど
の
建
設

的
な
意
見
を
踏
ま
え
、
議
会
と
し
て
の
在
り
方
、
議
員
と
し
て
の

在
り
方
、
条
文
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
今
後
も
研
究
し
、
精
査
し

て
い
き
ま
す
。

総
合
開
発
計
画
策
定
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

意　　見　　書
平成 27年 9月 30日

御前崎市一般会計予算決算審査特別
委員会における意見について

記

事業部管理課における不適切な事務処
理は誠に遺憾である。今後は綱紀粛正に
努め、適切な事務処理を執行するよう強
く求める。

平
成
27
年
９
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

保
育
園
民
営
化
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
が
、

６
月
の
委
員
会
時
よ
り
話
が
進
展
し
て
い
な
い
と
い
う
報
告
を
受

け
ま
し
た
。次
回
の
委
員
会
で
は
、民
営
化
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
案
な
ど
、
目
に
見
え
る
形
で
具
体
的
な
話
が
で
き
る
よ
う
執
行

部
に
求
め
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

マイナンバーカード見本
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問
介
護
し
て
い
る
家
庭
や

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭

で
は
、
紙
お
む
つ
が
ゴ
ミ
と
し

て
出
る
。
ア
パ
ー
ト
住
ま
い
の

人
も
増
え
て
い
る
。
ゴ
ミ
袋
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
前
に
出
し
た

い
人
が
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人

た
ち
の
た
め
に
、
容
量
の
少
な

い
指
定
ゴ
ミ
袋
を
作
る
考
え
は

答
市
民
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

ゴ
ミ
減
量
化
に
役
立
つ

な
ら
ば
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
牧

之
原
市
や
広
域
施
設
組
合
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。問

年
末
は
大
掃
除
で
ゴ
ミ

が
た
く
さ
ん
出
る
時
期

で
あ
る
。
ゴ
ミ
収
集
の
最
終
日

を
、
12
月
28
日
で
な
く
30
日
に

延
ば
せ
な
い
か

答
広
域
施
設
組
合
の
条
例

で
12
月
29
日
か
ら
１
月

３
日
ま
で
を
休
日
と
定
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
特
別
収
集
日

を
設
け
る
こ
と
は
、
条
例
上
は

可
能
で
す
。
こ
の
問
題
も
牧
之

原
市
や
広
域
施
設
組
合
で
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
終
活
を
考
え
、
墓
地
を

準
備
し
た
い
人
が
い

る
。
公
営
墓
地
の
拡
充
や
新
設

の
意
向
は

答
寺
院
の
墓
地
に
１
７
０

の
空
き
区
画
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
家
族
観
や
宗
教

観
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
寺

院
の
墓
地
で
は
解
決
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
調
査
し
て
市
営
墓
地

の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

平
成
27
年
９
月
24
日
に
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
現
場
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

防
波
壁
西
側
盛
土
工
事
に
つ
い
て

防
波
壁
西
側
の
盛
土
か
さ
上
げ
工
事
（
海
抜
24
ｍ
）
が
終
わ
り
、

西
側
は
今
後
、
の
り
面
に
モ
ル
タ
ル
の
吹
き
付
け
を
し
て
完
了
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
東
側
の
盛
土
工
事
は
、
引
き
続
き
実
施
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。

２　

海
水
取
水
槽
溢い

っ

水す
い

防
止
壁
に
つ
い
て

海
水
取
水
槽
か
ら
敷
地
内
へ
の
津
波
浸
水
防
止
対
策
と
し
て
、

取
水
槽
周
辺
に
高
さ
４
ｍ
の
防
水
壁
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
取

水
槽
に
出
入
り
す
る
工
事
車
両
用
の
ゲ
ー
ト
も
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ゲ
ー
ト
は
、浸
水
に
よ
る
水
圧
に
よ
っ
て
立
ち
上
が
り
、

防
水
壁
と
な
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

３　

自
然
現
象
へ
の
対
策
に
つ
い
て

竜
巻
や
火
災
な
ど
の
対
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
地
上
に
設
置
さ

れ
て
い
た
軽
油
タ
ン
ク
を
地
下
に
設
置
し
、
自
然
災
害
に
対
し
万

全
を
期
す
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
緊
急
時
対
策
所
の
増
設
な
ど

安
全
性
対
策
工
事
に
つ
い
て
も
、
来
年
９
月
を
め
ど
に
進
め
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

問
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
御

前
崎
」
案
内
看
板
を
東

名
牧
之
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

出
口
へ
、
国
土
交
通
省
の
援
助

事
業
を
活
用
し
て
設
置
す
べ
き

で
は
な
い
か

答
今
後
、「
み
な
と
オ
ア

シ
ス
御
前
崎
」
を
活

用
す
る
上
で
、
看
板
設
置
は
有

効
な
手
段
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。問

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
御

前
崎
」
の
活
性
化
の
手

段
と
し
て
、
自
主
運
行
バ
ス
の

御
前
崎
始
発
・
終
点
を
な
ぶ
ら

館
も
し
く
は
な
ぶ
ら
市
場
と
な

る
よ
う
路
線
延
長
す
べ
き
で
は

答
な
ぶ
ら
市
場
や
マ
リ
ン

パ
ー
ク
御
前
崎
、
灯
台

周
辺
に
は
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
家
や
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど

が
貸
し
切
り
バ
ス
や
自
家
用
車

な
ど
で
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
民
生
活
の
足

と
し
て
の
自
主
運
行
バ
ス
は
、

当
面
は
御
前
崎
海
洋
セ
ン
タ
ー

を
始
発
・
終
点
と
し
て
運
行
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
30
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
の
運
営
主
体
が
県

に
移
管
さ
れ
る
が
、
現
在
の
基

金
を
取
り
崩
し
て
、
来
年
度
か

ら
国
民
保
険
税
の
軽
減
化
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か

答
29
年
度
ま
で
は
こ
の
基

金
を
留
保
し
、
不
測
の

事
態
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
国
と
地
方

の
協
議
が
進
め
ら
れ
、
制
度
設

計
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ら
、
詳

細
検
討
を
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
御
前
崎
」
活
性
化
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
軽
減
化
施
策
に
つ
い
て

齋藤　洋

問
院
内
助
産
施
設
開
設
は

考
え
ら
れ
な
い
か

答
産
科
医
、
小
児
科
医
な

ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
き
な
問
題
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
開
設
は
難
し
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
近
隣

の
分
娩
が
可
能
な
医
療
機
関
や

助
産
院
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
、
お
願
い
を
い
た
し
ま

す
。問

育
休
退
園
制
度
の
見
直

し
は
考
え
ら
れ
な
い
か

答
第
２
子
以
降
出
産
時
の

３
歳
未
満
児
の
保
育
園

退
園
の
取
り
扱
い
に
つ
き
ま
し
て

は
、
出
産
２
カ
月
を
経
過
し
た
時

点
で
保
護
者
と
相
談
し
、
納
得
し

て
い
た
だ
い
た
上
で
退
園
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
家
庭
の

事
情
な
ど
で
ど
う
し
て
も
保
育
が

で
き
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
そ
の

ま
ま
在
園
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

問
地
産
地
消
、
子
ど
も
の

健
康
増
進
の
た
め
に
、

い
つ
で
も
お
茶
が
飲
め
る
よ
う

に
で
き
な
い
か

答
学
校
給
食
の
食
材
や
飲

み
茶
と
し
て
の
活
用
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
風
邪
の
予

防
に
も
な
る
こ
と
か
ら
お
茶
で

の
う
が
い
な
ど
も
既
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

院
内
助
産
施
設
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

地
産
地
消
に
つ
い
て

曽根正浩

問
ブ
ラ
ン
ド
化
が
望
め
る

好
適
環
境
水
に
よ
る
陸

上
養
殖
及
び
加
工
場
事
業
化
に

つ
い
て
の
考
え
は

答
閉
鎖
循
環
式
陸
上
養
殖

は
都
会
や
山
間
地
な
ど

の
場
所
で
魚
介
類
を
生
産
す
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
の
養

殖
業
の
概
念
を
超
え
た
事
業
展

開
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と

考
え
ま
す
。
し
か
し
、
初
期
費

用
や
電
気
使
用
量
な
ど
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
高
額
に
な
る

た
め
、
経
済
的
に
実
用
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
産
業
界
・

大
学
・
官
公
庁
が
連
携
し
て
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
医
学
生
と
の
交
流
が
望

め
る
家
庭
医
療
セ
ン

タ
ー
建
設
の
考
え
は

答
浜
松
医
科
大
学
で
は
総

合
診
療
医
実
習
を
平
成

31
年
度
か
ら
開
始
し
、
医
学
部

４
年
生
が
２
週
間
ず
つ
、
菊
川

市
の
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

実
習
を
行
う
予
定
で
す
。
実
習

を
行
う
た
め
に
は
１
日
50
人
程

度
の
患
者
が
必
要
で
す
が
、
現

在
、
御
前
崎
病
院
の
家
庭
医
療

科
外
来
は
週
１
日
だ
け
で
、
患

者
数
も
15
人
程
度
で
す
。ま
た
、

１
日
50
人
の
患
者
を
診
る
に
は

３
人
の
医
師
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
家
庭
医
養
成
協

議
会
に
お
い
て
も
医
師
数
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で

の
派
遣
は
困
難
な
状
況
で
す
。

好
適
環
境
水
に
よ
る
陸
上
養
殖
及
び
加
工
場
に
つ
い
て

医
学
生
と
の
交
流
が
望
め
る
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

大澤博克

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

公
営
墓
地
に
つ
い
て

阿形　昭

問
市
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
守
る
責
務
を
有

す
る
市
長
と
し
て
地
球
温
暖
化

対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は

答
地
球
温
暖
化
が
地
球
全

体
の
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
、

世
界
的
に
意
見
の
一
致
し
て
い

る
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
ま
す
。
地

球
温
暖
化
は
、
深
刻
か
つ
最
重

要
の
環
境
問
題
で
あ
る
こ
と
は

否
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
。
温
暖
化
対
策
は
地

球
規
模
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

解
決
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、

国
に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
本
市
と
し
て

実
行
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に

実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

削
減
に
つ
い
て
、
今
年

末
の
パ
リ
で
の
会
議
で
削
減
目

標
数
値
が
示
さ
れ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

か
答
温
暖
化
を
防
止
す
る
こ

と
は
、
人
類
共
通
の
課

題
で
す
。
市
の
条
例
、
計
画
を

も
と
に
、
目
標
数
値
が
達
成
で

き
る
よ
う
に
具
体
的
な
対
策
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
現
在
、
市
庁
舎
の
照
明
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
換
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21
の
認
証
・
登
録
事
業
所
と
し

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
務
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
可

能
な
対
策
は
、
積
極
的
に
実
施

い
た
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
つ
い
て

松下久己

一
般
質
問

8
名
が
登
壇 

市
政
を
問
う

＊
こ
の
一
般
質
問
は
9
月
10
日
と
11
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

ゴミ収集状況

4号機経由タンク地下化

取水槽他からの溢水防止対策

3号機溢水防止壁車両ゲート

中部電力株式会社より提供



おまえざき　市議会だより　第44号　　2015 年 7.8.9 月
5

議
員
視
察
研
修

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

平
成
27
年
７
月
１
日
～
３
日

視
察
先
及
び
視
察
内
容

○
福
井
県
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

（
福
井
県
敦
賀
市
）

産
業
界
・
大
学
・

官
公
庁
な
ど
の
機
関

と
連
携
し
た
原
子

力
関
連
技
術
の
開
発

に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
放
射
線
医
療
機

器
を
視
察
し
ま
し

た
。

○
（
独
法
）
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

原
子
炉
廃
止
措
置
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

（
略
称
・
ふ
げ
ん
）

（
福
井
県
敦
賀
市
）

廃
炉
措
置
の
現
状

を
視
察
し
、
廃
棄
物

の
処
理
方
法
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し

た
。

○
中
部
電
力
㈱
上
越
火
力
発
電
所

（
新
潟
県
上
越
市
）

新
設
さ
れ
た
Ｌ
Ｎ

Ｇ（
液
化
天
然
ガ
ス
）

火
力
発
電
所
を
視
察

し
ま
し
た
。

若狭湾エネルギー研究センター原子炉廃止措置研究開発センター中部電力㈱上越火力発電所

文
教
厚
生
委
員
会

平
成
27
年
7
月
7
日
・
13
日

視
察
先
及
び
視
察
内
容

○
文
教
厚
生
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
施
設
の
う
ち
、

小
学
校
４
校
、
中
学
校
２
校
を
訪
問
し
、
授
業
参
観
及
び

校
長
ら
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
生
徒

ら
と
給
食
を
と
も
に
し
、
配
膳
の
様
子
や
給
食
時
の
様
子

を
視
察
し
ま
し
た
。

御前崎中　授業風景 白羽小　校長らとの意見交換 浜岡中　廊下から授業を見学

御前崎小　給食時の様子 浜岡東小　授業風景 第一小　きれいに整頓された児童の靴

問
池
新
田
地
区
内
の
主
要

な
通
学
路
の
改
良
に
つ

い
て
、
第
一
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
４
５
１
名
の
署
名
捺
印
さ
れ

た
要
望
書
及
び
地
区
防
災
・
減

災
対
策
委
員
会
が
平
成
26
年
12

月
に
Ｐ
Ａ
Ｚ
対
応
緊
急
車
両
の

通
行
困
難
な
ど
を
勘
案
し
、
防

災
・
減
災
対
策
事
業
の
要
望
書

を
提
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
望

書
へ
の
対
応
に
疑
義
が
生
じ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か

答
26
年
度
池
新
田
地
区
Ｐ

Ｔ
Ａ
地
区
長
の
皆
様
方

か
ら
の
要
望
書
に
つ
き
ま
し
て

は
、
池
新
田
地
区
防
災
・
減
災

対
策
委
員
会
及
び
教
育
委
員
会

経
由
で
、
担
当
部
署
に
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
要
望
書

の
路
線
に
は
第
一
小
学
校
の
児

童
約
１
５
０
人
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
道
路
幅
は
狭
い
が
、
過

去
に
危
険
だ
と
い
う
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
狭
い
が
ゆ

え
に
一
般
の
通
り
抜
け
車
両
の

進
入
な
ど
も
少
な
い
と
聞
い
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
保
護
者
の

気
持
ち
を
重
く
受
け
止
め
、
本

年
度
、
要
望
路
線
の
合
同
点
検

を
関
係
者
で
行
い
、
そ
こ
で
出

た
意
見
を
も
と
に
、
通
学
路
の

看
板
設
置
や
横
断
歩
道
及
び
停

止
線
の
塗
り
替
え
、
破
損
し
て

い
る
側
溝
の
取
り
替
え
な
ど
の

安
全
対
策
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

阿南澄男

問
世
代
間
同
居
促
進
住
宅

取
得
事
業
の
現
状
は

答
現
在
、
定
住
促
進
を
目

指
す
３
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
８
月
末
ま
で
の
約
４

年
半
で
３
２
４
世
帯
、
６
千
万

円
余
を
交
付
し
ま
し
た
。
市

外
か
ら
の
転
入
者
は
60
世
帯

２
０
７
人
で
、
全
体
の
２
割
弱

で
す
。
今
後
市
外
か
ら
の
移
住

定
住
を
促
進
す
る
一
手
段
と
し

て
、
補
助
制
度
の
一
層
の
活
用

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

問
カ
ツ
オ
船
水
揚
促
進
支

援
事
業
の
現
状
は

答
４
月
か
ら
８
月
の
中
型

カ
ツ
オ
船
水
揚
実
績
は

２
５
６
ト
ン
で
す
。
黒
潮
の
蛇

行
の
影
響
に
よ
り
、
４
月
の
水

揚
量
が
前
年
比
53
％
減
少
し
ま

し
た
。
今
後
は
国
の
総
合
戦
略

予
算
を
注
視
し
、
県
外
船
主
な

ど
へ
の
事
業
周
知
や
誘
致
活
動

を
し
、
入
港
促
進
に
努
め
た
い

と
考
え
ま
す
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
回
収
率
と
今
後
の
対

応
は答

９
月
４
日
現
在
、
商
品

券
の
回
収
率
は
65
％
程

度
で
す
。
今
後
の
対
応
は
、国
・

県
・
近
隣
市
町
の
動
向
を
注
視

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。問

体
操
服
等
購
入
助
成
事

業
及
び
出
産
奨
励
金
支

給
事
業
の
現
状
と
課
題
は

答
体
操
服
等
購
入
の
助
成

券
は
、
８
月
末
ま
で
に

対
象
者
数
８
４
９
人
の
う
ち
９

割
に
交
付
し
て
い
ま
す
。
出
産

奨
励
金
は
、
８
月
ま
で
に
第
２

子
23
人
、
第
３
子
以
降
６
人
に

支
給
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

両
事
業
の
成
果
・
課
題
・
効
果

を
検
証
し
、
よ
り
良
い
事
業
と

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

地
区
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
事
業
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

後藤憲志

問
国
会
で
は
憲
法
９
条
を

脅
か
す
安
保
関
連
法
案

が
審
議
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法

案
に
元
裁
判
官
や
憲
法
学
者
の

大
半
が
反
対
し
て
い
る
。
法
案

が
通
れ
ば
憲
法
９
条
は
壊
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
平
和
な
社
会

を
存
続
す
る
た
め
に
、
市
長
、

教
育
長
の
考
え
は

答
【
市
長
】「
御
前
崎
市
平

和
都
市
宣
言
」
で
う
た

わ
れ
て
い
る
安
全
で
平
和
な
社

会
を
後
世
に
引
き
継
ぎ
、
世
界

平
和
の
た
め
に
不
断
の
努
力
を

傾
け
る
こ
と
に
変
わ
り
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

【
教
育
長
】
教
育
の
場
で
平

和
を
愛
し
、
郷
土
を
愛
し
、
人

を
愛
せ
る
子
供
た
ち
を
育
て
て

い
く
こ
と
に
引
き
続
き
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
薄す

す
き
は
ら原
住
宅
の
内
装
が

悪
く
、
壁
や
天
井
が
黒

く
変
色
し
カ
ビ
が
生
え
て
い

る
。こ
れ
で
は
病
気
に
直
結
だ
。

入
居
者
は
市
に
改
善
を
求
め
て

い
る
が
、
調
査
を
し
た
か　

答
薄
原
住
宅
は
建
築
後
30

年
以
上
経
過
し
、
修
繕

箇
所
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

状
況
に
合
わ
せ
た
対
策
方
法
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布

準
備
は
そ
の
後
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
医

師
不
足
解
消
の
た
め
ど
ん
な
努

力
を
し
た
か

答
事
前
配
布
に
向
け
て
、

県
と
打
ち
合
わ
せ
中
で

す
。
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、

県
で
県
医
師
会
な
ど
の
関
係
団

体
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

安
保
関
連
法
案
に
つ
い
て

住
宅
改
修
問
題
に
つ
い
て

原
発
問
題
に
つ
い
て

清水澄夫

新しく設置された看板
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７
月

1
日 

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会
視
察
研
修
（
～
3
日
）

6
日 

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
市
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会
及
び
総
会

7
日 

文
教
厚
生
委
員
会
学
校
訪
問

9
日 

総
務
経
済
委
員
会

10
日 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

13
日 

文
教
厚
生
委
員
会
学
校
訪
問

 

東
遠
学
園
組
合
議
会
臨
時
会

16
日 

志
太
榛
原
五
市
二
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

17
日 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

 

中
東
遠
地
区
市
議
会
議
長
協
議
会

21
日 

議
会
全
員
協
議
会

 

総
務
経
済
委
員
会

 

文
教
厚
生
委
員
会

22
日 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

23
日 

病
院
対
策
特
別
委
員
会

27
日 

静
岡
県
市
議
会
議
長
会
正
副
会
長
・
監
事
会
議

 

東
遠
議
員
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

28
日 

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会　

原
子
力
規
制
庁
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
訪
問

29
日 

総
務
経
済
委
員
会
視
察
研
修
（
～
31
日
）

30
日 

防
衛
省
全
国
情
報
施
設
協
議
会
総
会

８
月

 
 

 
 

 

4
日 

総
務
経
済
委
員
会

5
日 

文
教
厚
生
委
員
会

 

東
遠
学
園
組
合
議
会
定
例
会

6
日 

静
岡
県
原
子
力
発
電
所
環
境
安
全
協
議
会
本
会
議

7
日 

東
遠
広
域
施
設
組
合
議
会
定
例
会

17
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

静
岡
県
市
町
議
会
議
員
研
修
会

18
日 

小
笠
老
人
ホ
ー
ム
施
設
組
合
議
会
全
員
協
議
会
・
定
例
会

 

東
遠
工
業
用
水
道
企
業
団
議
会
全
員
協
議
会
・
定
例
会

20
日 

第
1
回
臨
時
議
会

 

議
会
全
員
協
議
会

 

総
務
経
済
委
員
会

 

文
教
厚
生
委
員
会

24
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

病
院
対
策
特
別
委
員
会

25
日 

総
合
開
発
計
画
策
定
特
別
委
員
会

31
日 

9
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）

９
月

8
日 

御
前
崎
市
牧
之
原
市
学
校
組
合
議
会
定
例
会

10
日 

9
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
質
疑
・
一
般
質
問
）

11
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

9
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

14
日 

総
務
経
済
委
員
会

15
日 

文
教
厚
生
委
員
会

16
日 

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
～
18
日
）

24
日 

総
合
開
発
計
画
策
定
特
別
委
員
会

 

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

25
日 

議
会
改
革
特
別
委
員
会

 

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

 

病
院
対
策
特
別
委
員
会

28
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

総
務
経
済
委
員
会

30
日 

9
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
）

 

議
会
全
員
協
議
会

議
会
の
う
ご
き

議会を傍聴しませんか？12月定例会の予定
12 月定例会は、11 月 27 日（金）
から 12 月 21 日（ 月）までの 25
日間の会期で開催される予定で
す。日程は、変更になる場合が
ありますので、事前に議会事務局

（電話８５－１１１５）までお問い
合わせください。

○市議会はどなたでも傍聴することが出来ます。
○事前予約は必要ありません。当日、市役所４階議会事務局へお越し

ください。

◎傍聴に来られない方も市議会の様子を
ご覧いただけます！！

本会議の内容は、おまえざきケーブルテレビの市民チャンネルのデジ
タル 121 チャンネルで放映されます。放送日については、その都度、
音声告知放送にてお知らせします。

市民の皆様の声をお寄せください
議会だより作成や編集に役立てるため、議会だよりの感想をお聞かせ
ください。郵送・ファックス・Ｅメールで受付します。

◇住所・氏名・電話番号を明記してください。
◇お便りの返却はいたしません。

御前崎市議会  議会広報特別委員会
〒 437-1692 静岡県御前崎市池新田 5585
TEL : 0537-85-1115
FAX : 0537-85-1139
E-mail : gikai@city.omaezaki.shizuoka.jp

11月 27日（金） 本会議（議案説明）
12月 9日（水） 本会議（質疑・一般質問）
 10日（木） 本会議（一般質問）
 11日（金） 総務経済委員会・文教厚生委員会
 14日（月） 一般会計予算決算審査特別委員会
 15日（火） 特別委員会
 16日（水） 特別委員会
 21日（月） 本会議（質疑・討論・採決）

あて先

政
治
家
（
候
補
者
・
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
・
現
に
公
職
に

あ
る
者
）
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
あ
い

さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
す
こ
と

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

！
政
治
家
の
年
賀
状
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

委員長

清 水 澄 夫

副委員長

齋 藤　 洋

松 下 久 己

阿 形　 昭

事務局

栗 林 清 和

編

集

　

　

　

議

会

広

報

　

特

別

委

員

会

議
員
視
察
研
修

総
務
経
済
委
員
会
　

平
成
27
年
７
月
29
日
～
31
日

視
察
先
及
び
視
察
内
容

○
京き

ょ
う

山や
ま

ソ
ー
ラ
ー
・
グ
リ
ー
ン
・
パ
ー
ク
（
岡
山
県
岡
山
市
）

・
ソ
ー
ラ
ー
を
利
用
し
た
植
物
工
場
見
学

可
動
型
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
電
力
を
活
用
し
た
工
場
（
や
さ
い

蔵
）
で
ク
レ
ソ
ン
、
バ
ジ
ル
、
ル
ッ

コ
ラ
、
イ
タ
リ
ア
ン
パ
セ
リ
な
ど
の

栽
培
の
様
子
を
視
察
し
ま
し
た
。

○
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
公
園
（
香
川
県
小
豆
郡
小
豆
島
町
）

・
農
業
対
策
と
し
て
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培

　

当
市
の
農
業
振
興
に
資
す
る
オ

リ
ー
ブ
栽
培
の
可
能
性
を
研
究
す
る

た
め
に
、
小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培

の
現
状
と
オ
リ
ー
ブ
を
生
か
し
た
６

次
産
業
化
に
よ
る
商
品
を
視
察
し
ま

し
た
。

○
加
計
学
園
岡
山
理
科
大
学
（
岡
山
県
岡
山
市
）

・
漁
業
対
策
と
し
て
の
好
適
環
境
水
を
利
用
し
た
陸
上
養
殖
に
つ
い
て

水
に
わ
ず
か
な
電
解
質
を
加
え
る

こ
と
で
海
水
魚
と
淡
水
魚
が
同
じ
水

槽
内
で
生
育
で
き
る
と
い
う
好
適
環

境
水
を
利
用
し
た
海
水
魚
の
養
殖
の

現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。

植物工場にて説明を受ける委員オリーブの木好適環境水～海の魚と川の魚が一緒に泳ぐ水槽～


